13．ＳＡＧＥで用いられる用語の解説
［世代マップ］
　縦軸を世代時間（出生世代）、横軸を歴史時間（暦年）とする時間平面の所定の位置に、対象となる事象の数量もしくはその数量の多寡に応じた色彩を配置した疑似地形図のこと。ここでは、１つのセル（マス目）を出生世代として３年間の世代、暦年としては３年間隔で表示している。死亡数が少なければ寒色系で、多ければ暖色系で色分けしている。
　セルを横に順に観測することにより特定世代の状況を、白い斜線に沿って観測することにより特定年齢の状況を、またセルを縦に観測することにより、特定時代の死亡の状況を把握することができる。
　マップの白線より右の部分（ 1995-2007年分）は各疾病による死亡数の予測値を示したものである。図表の右側に茶系が多ければ、今後死亡数が増加することが予測され、逆に青系が多ければ減少することが予測される。
［粗死亡率］
　粗死亡率＝期間内死亡数／期首人口で計算される値。人口千対で表示されることが多い。
　一般的に１年単位で、全年齢階級におけるそれとして計算されることが多い。
［死亡率］
　ＳＡＧＥでの死亡率は、次のようにして計算される。
　１セル内の死亡率＝１セル内の期間内死亡数／１セル内の期首人口
　すなわち、個々のセルについて死亡数を期首人口で除したものが、死亡率となる。
［死亡率比］
　個々のセルについて、基準となる地域の死亡率（原則として、全国または全都）を１とした場合の当該地域の死亡率の割合。当該地域の死亡率÷基準となる地域の死亡率で計算できる。基準となる地域に比して、当該地域の状況が良好であれば１以下の数値をとり、不良ならば１以上となる。
［平均死亡率比］
　全国値で死亡数の80％以上を含む年齢域で得られる死亡率比を平均した値。基準となる地域に比して、当該地域の状況が良好であれば１以下の数値をとり、不良ならば１以上となる。
［ｎ歳階級別死亡率］
　人口動態統計の死亡個票には年齢という項目がある。この情報を利用して各歳別に集計し、各歳別に死亡率を計算することが可能である。しかし、死亡という事象はランダム（デタラメに）に発生するため、人口規模の小さい地域の死亡率は各年の変動が大きくなり、その傾向を読みとることが難しい。
　変動を平均化し、安定した傾向を明らかにするために、①年齢階級を５歳または１０歳にする、②年を各年ではなく５年または１０年とする、などの方法が一般的にとられている。
　ＳＡＧＥでは、死亡状況の安定した傾向を把握するために、各年１５歳階級死亡率も採用している。このように区分すれば、ひとの成長過程ともよく一致するからである。すなわち、０～１４歳は幼・少年期、１５～２９歳は青年前期、３０～４５歳は青年後期、４５～５９歳は中年期、６０～７４歳は初老期、７５歳以上は老年期と区分することができるのである。
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